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作業グループの概要
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・食品事業者が消費者の信頼向上のために自らの取組を充実させていく際の重要な
ポイントや、消費者が安心して食を楽しむために着目すべきポイントなどの着眼点を
洗い出し、整理します。

・作業グループ（以下、作業G）では「協働の着眼点（第一版）」の策定を実態に即した
ものにするため、業態別かつテーマ別に作業Gを編成し、各作業Gがとりまとめた結
果を有識者会議にて議論し、最終的に決定します。

①業態別（製造・卸・小売）かつテーマ別（消費者コ
ミュニケーション・サプライチェーンマネジメント・衛
生管理）に分かれて各作業Ｇを開催

②各作業Ｇがテーマ別の着眼点を洗い出し、消費
者動向調査の結果を考慮し、整理

③他業態の着眼点の議論状況や、中小企業視点
も考慮して各作業Ｇで議論

④その上で、各作業Ｇ策定の着眼点を「たたき台」
として提出。最終的には有識者会議において、全
体像を取りまとめ、決定

⑤「協働の着眼点（第一版）」完成
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作業グループの基本的なルール
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• 各作業Ｇの参加者は、消費者の信頼向上のため、意欲的な食品事業者の取組を適
正に評価・奨励していく考え方の共有が前提となります。

① ステークホルダー間でのＷＩＮ－ＷＩＮの関係づくりを重視すること

② 建設的・効果的な意見交換に貢献すること
（批判に終始せず、対案を提示するように努めること）

③ 個別の組織や団体に対する、誹謗・中傷は行わないこと
（作業Ｇにおいては、事業者間の利害調整等は行いません）

• 作業Ｇに参加する各企業の名称等は、当該企業に同意なく公開いたしません。また、
作業Ｇでの議論も非公開とさせていただきます。

※ただし、議事概要や検討結果は匿名性を保つ形で取りまとめ、参加者の了解を得た
上で公開する予定です。

• ＦＣＰ事務局は、作業Ｇ参加者が次のいずれかに該当する場合、参加登録を取り消
すことがあります。

① ＦＣＰの基本的な考えや、作業Ｇ運営の基本的な考えに明らかに反するような行為
を行ったと認められるとき

② 虚偽の情報を提供するなど、ネットワーク参加者、作業Ｇ参加者、又は第三者に不
利益をもたらすような行為をしたと認められるとき

③ 作業Ｇで得た非公開情報や議論の内容を、作業Ｇ参加者及びＦＣＰ事務局の同意
なく第三者に開示、提供、譲渡、販売をしたと認められるとき

④ 法令や公序良俗に反する行為をしたと認められるとき
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作業グループのスケジュール
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3月2月1月12月11月10月9月8月7月

「たたき台」とりまとめ
４～５回開催

消費者
動向調査

「協働の
着眼点
（第１版）」
完成

１作業Ｇあたり全７回程度開催予定

任意の情
報提供

【活動スケジュール】
平成２０年７月～平成２１年３月 毎月１回開催、１回あたり２時間程度の予定で合計７回

※ただし、８月中旬、１２月、１月初旬等の繁忙期には開催いたしません。
上記の「作業Ｇのスケジュール」の図はイメージであり、開催回数の変更の可能性があります。
ただし、開催の変更に関しましては、随時、作業Ｇ参加者皆様との間で調整します。
【開催場所】 東京２３区内の会議室 開催都度、随時お知らせして行きます。

研究会・セミナー開催

有識者会議
・策定部会

作業G 作業G

有識者会議
・策定部会

有識者会議
・策定部会

検討に反映

検討に反映

他業態の作業Ｇの
検討状況

検討に反映 検討に反映

検討に反映 提出
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作業グループの検討内容
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• 協働の着眼点のうち、検討テーマとなる内容について議論を行うこと

• 自らの業態について議論するとともに、他業態への社会的要請についても検討す
ること

• 大企業、中小企業の双方の観点での検討をすること

作業グループメンバーが行うこと

作業Gに参加していただくメンバーの皆様には、協働の着眼点検討において、
以下の作業をお願いします。

• 協働の着眼点のたたき台を整理し、検討テーマとして提供すること

• 協働の着眼点について、議論を元に取りまとめを行うこと

• 協働の着眼点のたたき台を表現するに当たり、作業Gメンバーの皆様が対応可能
な範囲で、調査を行うこと（ヒアリングやアンケート等のご協力をお願いすることを想
定しております）

事務局が行うこと

スムーズな議事進行を行うため、事務局は以下の作業を行い、作業Gメンバーの皆様
が議論に集中出来る環境を整備します。
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1. 食品事業者の実際の取組に則して、消費者や取引先相手に「伝えたい行動のポ
イント（項目）」「本来着目されるべき行動のポイント（項目）」等を調整・修正・整理
して、「協働の着眼点（第1版）」の“たたき台”を作成し、提案していただきます。
＊各社の取り組み内容や基準類をすりあわせるのではなく、各社がいいたいこと、
伝えたいことを自主的に募るものです。

2. （1）消費者の視点から見た伝わりやすさ、（2）業種・業態や大企業・中小企業など
の企業規模を横断して共有する観点、（3）実際のビジネスでの利便性の観点など
を盛り込んで議論していただきます。
＊各作業Gのファシリテーターが検討内容をとりまとめ、ＦＣＰ事務局とともに、論
点の洗い出しや調整方針の提案などを実施いたします。

「たたき台」作成

第1版策定
第１版の最終決定は、学識経験者、
消費者、食品業界を代表する者など
で成る有識者会議が最終決定します。
＊作業Gでは決議・決定は行いませ
ん。

第1版は次年度以降も持続的に改善
していく予定です。

作業Ｇ
（参加ﾒﾝﾊﾞｰ＆ファシリテーター）

ＦＣＰ事務局＆ファシリテーター

着眼点策定部会

策定までのイメージ

有識者会議（決議・決定）

研究会専門部会

消費者視点、業態
視点、規模別視点
（中小企業視点）、
利便性視点等より
論点の洗い出しを
いたします。

各作業Ｇファシリテー
ターの合同会議にて、
「たたき台」の提言を
とりまとめます。

作業グループの進め方
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各作業グループ

有識者会議（決議・決定）

着眼点策定部会（たたき台提言とりまとめ） 研究会専門部会

ＦＣＰ事務局＆

• ファシリテーター：各作業グループの「ファシリテーター（中立の立場の促進・触媒
者）」が“たたき台”の作成に向けて、意見調整等を行います。

• 有識者会議：学識経験者、消費者、ファシリテーター及び食品事業者より構成され、
第1版の決議・決定をいたします。

各作業グループ
各作業グループ
各作業グループ

ﾌｧｼﾘﾃｰﾀｰ 参加メンバー

ﾌｧｼﾘﾃｰﾀｰﾌｧｼﾘﾃｰﾀｰﾌｧｼﾘﾃｰﾀｰ

ﾌｧｼﾘﾃｰﾀｰﾌｧｼﾘﾃｰﾀｰﾌｧｼﾘﾃｰﾀｰ

ﾌｧｼﾘﾃｰﾀｰ
学識
経験者 消費者ﾌｧｼﾘﾃｰﾀｰﾌｧｼﾘﾃｰﾀｰ

ﾌｧｼﾘﾃｰﾀｰﾌｧｼﾘﾃｰﾀｰﾌｧｼﾘﾃｰﾀｰ

ファシリテーターは、作業
グループの“代弁者”とし
て「着眼点策定部会」「有
識者会議」およびＦＣＰ事
務局との打ち合わせに
参加します。検討事項等
が必要になった場合は、
各ファシリテータを通して
各作業グループにフィー
ドバックされます。

食品事業者

各会議や部会は原則と
して公開です。

各作業Gは非公開です。

ファシリテーター・有識者会議との関係

専門家
食品
事業者
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補足・作業グループ討議内容＜消費者コミュニケーション＞
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消費者との
コミュニケー
ション

ビジョン戦略

体制整備

推進体制

チェック体制

情報公開

企業姿勢

IT対応

方針策定、公表

組織内周知

専門部署の設置

社内

社外

商品情報

お客様対応

クレーム対応

マーケティング

表示

広告

双方向のやり取り

事業報告
（レポート）

表示

広告

教育訓練

HP

表示

広告

HP

HP

商品改善

取組改善

改善内容の公表

ユニバーサルデ
ザインへの対応

ITの効果的な
活用

項目

体制整備 方針策定、周知、公表

推進・レビュー体制

教育訓練

チェック体制

…取組の維持・継続のための管理

コンプライアンス対応

消費者からの情報を 情報を受け取るツールについて

収集 消費者側に適切な選択肢の提示

受け身ではない積極的な情報収集

消費者向けに情報を 情報を発信するツールの適切な選定

発信

発信する情報の選定

消費者からの情報を 寄せられた情報を担当部門まで

活用する仕組み 伝える仕組み

寄せられた情報に対応する仕組み

業態別
（製造・卸・小売）

観点

作業Gで議論をしていただく「協働の着眼点第１版」“たたき
台”の論点として、現在、テーマ別に以下の項目が挙がって
います。これらが、「行動のポイント」として適切かどうか、整
理方法がよいかなどを検討していきます。

「消費者コミュニケーション」作業Ｇ

「消費者コミュニケーション」
協働の着眼点（イメージ）

項目の妥当性や
整理方法につい
て意見交換

各メンバーが
紹介頂ける範
囲で取り組み
事例を紹介

議論を通じて
項目を

追加・削除・整理

項目別に
説明および
事例紹介規模別

（大企業・中小企業）
観点

消費者の観点
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補足・作業グループ討議内容＜サプライチェーン＞
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業態別
（製造・卸・小売）

観点

作業Gで議論をしていただく「協働の着眼点第１版」“たたき
台”の論点として、現在、テーマ別に以下の項目が挙がって
います。これらが、「行動のポイント」として適切かどうか、整
理方法がよいかなどを検討していきます。

「サプライチェーン」
協働の着眼点（イメージ）

議論を通じて
項目を

追加・削除・整理

規模別
（大企業・中小企業）

観点

消費者の観点

「サプライチェーン」作業Ｇ
項目

体制整備 方針策定、周知、公表

推進・レビュー体制

教育訓練

チェック体制

…取組の維持・継続のための管理

安定的な経営基盤

自社の事業継続

コンプライアンス対応

取引相手先 情報伝達

（原料調達との関係）

関係維持のための取組

（サステナビリティ）

緊急時の協力体制

取引相手先 情報伝達

（商品供給）との関係

関係維持のための取組

（サステナビリティ）

緊急時の協力体制

項目の妥当性や
整理方法につい
て意見交換

各メンバーが
紹介頂ける範
囲で取り組み
事例を紹介

サプライ
チェーンマ
ネジメント

ビジョン戦略

体制整備

推進体制

チェック体制

社内

トレーサビリティ

社外 取引相手先

社内

取引相手先
（原料調達）
との関係

取引相手先との協同

原材料調達における環境配慮

原材料の資源を保存する取組

方針策定、公表

組織内周知

原材料の品質への関与

原材料調達先との持続可能な関係の構築

原材料の流通過程への関与

取引相手先
（商品供給）
との関係

流通過程への関与

販売場面への関与

商品供給先との持続可能な関係の構築

供給後の法令遵守等

リコール回収等供給後の対応

飲食への関与

トレーサビリティ

原材料の生産、調達における法令遵守

CSRに配慮した方
針策定、公表

透明性の高い取引関係の構築

透明性の高い取引関係の構築

項目別に
説明および
事例紹介
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項目

体制整備 方針策定、周知、公表

推進・レビュー体制

教育訓練

チェック体制

…取組の維持・継続のための管理

コンプライアンス対応

リスク評価 評価対象・項目の選定

評価実施

評価対象・項目見直し

リスク管理 作業員個人の衛生管理

原料、調達品の保管・管理

施設管理

自社食品の自社内保管・管理

自社食品の流通過程における管理

自社食品の最終消費時における管理

第三者認証

緊急時の取組 事故発生時の対応

リコール実施時の対応

訴訟対応

補足・作業グループ討議内容＜衛生管理＞
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業態別
（製造・卸・小売）

観点

作業Gで議論をしていただく「協働の着眼点第１版」“たたき
台”の論点として、現在、テーマ別に以下の項目が挙がって
います。これらが、「行動のポイント」として適切かどうか、整
理方法がよいかなどを検討していきます。

「衛生管理」
協働の着眼点（イメージ）

議論を通じて
項目を

追加・削除・整理

項目別に
説明および
事例紹介

規模別
（大企業・中小企業）

観点

消費者の観点
項目の妥当性や
整理方法につい
て意見交換

各メンバーが
紹介頂ける範
囲で取り組み
事例を紹介

「衛生管理」作業Ｇ

衛生管理

ビジョン戦略

体制整備

推進体制

チェック体制

緊急時の取組

社内

リスク評価

社外

ステークホルダー

リスクコミュ
ニケーション

リスク管理

飲食時

流通過程

原材料

自社食品

検査

コンプライア
ンス確保

食品衛
生管理

マスコミ向け

消費者向け

ステークホ
ルダー向け

訴訟対応

リコール対応

クレーム対応

HACCP等第3者認証
の取得

企業内自主衛生管理
への取組

自社ルールの遵守

表示の適正化

自社食品

原材料

誤使用防止情報

自社食品PR

リコール情報

方針策定、公表

組織内周知

教育訓練

対応体制

行動基準策定

対応体制

行動基準策定

食品衛生法等の遵守

対応体制

行動規範の策定

行動規範の周知

他社、輸入食品


